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社会生活の中で円滑な人間関係を構築するためには，適切な言語使用が非常に重要である。

特に，日本語では，丁寧体（デス・マス体）と普通体（ダ体）という文末スタイルがあり（ウォーカー泉

2011，大塚 2013，陳・川口 2012 など），その適切な使い分けが円滑な人間関係の構築において，

中心的な役割を担っていると言っても過言ではない。実際，日本語母語話者はコミュニケーション

の場で，意識的にあるいは無意識的に，丁寧体から普通体へ，普通体から丁寧体へのシフトを頻

繁に行って，相手との距離感を調節したりしている。だが，母語が完全に違う言語形式を持ってい

る日本語学習者にとっては，丁寧体と普通体の使い分けは簡単に習得できるものではなく，うまく

使えないと，場合によっては，相手に想定外の距離感や失礼な印象を与える恐れがある。 

 稿者も第 2 言語としての日本語使用者であり，日本語社会で生きている一人として，スピーチレ

ベルシフトの難しさを実感している。稿者は中国の大学で日本語を専攻し，日本語能力試験の最

上位級である N1 も取得しており，日本に来た際は，日常会話には問題がなかった。しかし，学校

やバイト先などで，なかなか日本人と親しくなれないことに気がついた。中国で日本語を勉強した

際は，親しい間でも，一貫して丁寧体を使うと教わったのに，アルバイト先の人や日本人の同じゼミ

生は 2，3回会ってからは，年下にも関わらず，普通体で話してきた。これに対して稿者はどのタイミ

ングで丁寧体から普通体へシフトすればいいかわからず，相手が普通体で話しても，丁寧体で通

していた。これが相手との距離が縮められなかった原因かもしれない。また，授業中に相手が教師

であるにもかかわらず，普通体を使う場面を耳にすることがあるなど，丁寧体を使うべき場面につい

てますます混乱してしまった。このような問題は稿者だけではなく，多数の学習者が直面している

問題であることに気づき，スピーチレベルシフトについての研究を始めた。 

 本研究では,対友人の接触場面での日本語母語話者と日本語上級学習者のスピーチレベルシ

フトの特徴を明らかすることを目的とした。その特徴を明らかにするため，１対１の友人間会話を設

定し、5 組のデータを収録した。会話データは稿者が「基本的文字化の原則 BTSJ（改訂版）」（宇

佐美 2011）に従って文字化した後，分析を行った。 

まず,日本語母語話者と日本語上級学習者のそれぞれのスピーチレベルの使用実態を明らかにし

た。スピーチレベルを大きく丁寧体，普通体，中途終了型の 3 つの種類に分けて分析した。その結

果，日本語母語話者であれ，日本語上級学習者であれ，友人間会話においては，普通体の使用

が圧倒的に多く、基本レベルを普通体に設定していることが観察できた。また，日本語上級学習

者の普通体の使用が日本語母語話者より少ないことから，日本語上級学習者のスピーチレベルシ

フトが日本語母語話者より頻繁に行われていることが分かった。 

次に，日本語母語話者と日本語上級学習者がそれぞれどのような場面でスピーチレベルシフトを

行っているかを分析した。その結果，日本語母語話者と日本語上級学習者のスピーチレベルシフ

トの特徴に差異が見られた。 

普通体から丁寧体へのスピーチレベルシフトは，日本語母語話者では，「① 説明する場面」，

「② 確認された時の応答場面」，「③ 相手に同意や応答を求めるために質問する場面」の 3 つ

場面に生じたが，日本語上級学習者の普通体から丁寧体へのスピーチレベルシフトは「① 説明

する場面」，「② 確認された時の応答場面」，「③ 相手に同意や応答を求めるために質問する場

面」の 3 つの場面以外に，「④ マイナスな内容を相手に伝える場面」，「⑤ 繰り返しの場面」，「⑥ 

習慣になった場面」にも生じた。 

また，丁寧体から普通体へスピーチレベルシフトは，日本語母語話者では「① 独話する場面」，

「③ 相手に指摘をする場面」と「⑤ 相手の発話に対する反応場面」，「⑥ 確認のために質問す
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る場面」で生じたが，日本語上級学習者の丁寧体から普通体へのスピーチレベルシフトは「① 独

話する場面」，「③ 相手に指摘をする場面」と「⑤ 相手の発話に対する反応場面」，「⑥ 確認の

ために質問する場面」以外に, 「② 相手に意見を述べる場面」,「④ 感情を表す場面」，「⑦ 説

明する場面」，「⑧ 繰り返しの場面」，「⑨ 新しい話題へ導入する場面」にも生じた。 

以上の結果から，日本語母語話者であれ，日本語上級学習者であれ,互いにスピーチレベルシフ

トをすることで談話を進め，心理的距離を縮めようとしたことがわかった。スピーチレベルシフトは円

滑にコミュニケーションを行うための重要なストラテジーである。日本語母語話者は自分の発話に

注目してもらうため普通体から丁寧体へシフトし，またすぐ普通体に戻ることで親密感を感じさせる

効果を狙ったと考えられる。日本語上級学習者は気持ちを伝える祭や,質問する際にスピーチレベ

ルをシフトすることで話の展開を促していたが，日本語母語話者の影響を受けやすく，日本語母語

話者の発話を模倣，同調することで心的距離を縮めようともしていたと思われる。また,日本語上級

学習者の場合は，習慣化した特定の丁寧体の言葉の使用がスピーチレベルシフトと思われる状況

を作り出しており，言語的要因がスピーチレベルシフトに及ぼす影響が決して小さくないことが明ら

かになった。 
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